
■市田と栄3・4丁目に「ゾーン30」設定…………… ②
■くみやまフォトグラフ　おめでとう！二十歳…… ④
■税の申告…期限は3月15日まで… ……………… ⑥
■全国学力・学習状況調査結果から… ………… ⑩
■文化・スポーツ施設の基本使用料を改定… … ⑫
■4月から、介護予防・日常生活支援総合事
　業が始まります……………………………… ⑭

主な内容

まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

/１

平成29年

No.968
2

み
ん
な
の
願
い
天
高
く

　

1
月
13
日
、
御
牧
小
学
校
で
伝
統
行
事
「
左
義
長
」(

と
ん
ど)

が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
「
お
や
じ
の
会
」
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
前
日
に
重
機

を
使
用
し
て
準
備
し
た
左
義
長
の
高
さ
は
約
15
ｍ
。
学
級
目
標
や
書
き

初
め
を
取
り
付
け
た
後
、
点
火
す
る
と
、
炎
が
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、

み
ん
な
の
願
い
が
天
高
く
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。
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安全運転お願いします
 市田と栄３・４丁目に「ゾーン30」設定

防火・防災の気構え新たに
 消防出初式

　生活道路の交通安全対策として、昨年12月、町内３
か所に町では初めての「ゾーン30」を設定しました。
　ゾーン30とは、歩行者等の安全な通行を確保するこ
とを目的として、一定のエリア（区域）を「ゾーン」と
して設定し、ゾーン内の最高速度を「30㎞／ｈ」に規
制したり、道路環境を整備するなどして、ゾーン内にお
ける速度抑制やゾーン内を抜け道として通行する行為な

　新春恒例の消防出初式が、１月８日久御山中学校体育
館で行われました。
　出初式は、消防職員・団員、自衛消防隊員らの士気
の高揚と、町の消防力を公開し、防火・防災への関心を
高めるため、実施しているもので、例年、中央公園グラ
ウンドで開催していますが、この日はあいにくの雨天と
なったため、会場が変更され、予定していた分列行進や
一斉放水などは割愛される中での開催となりました。
　式には、府議会議員や町議会議員など町内外から多数
の来賓や来場者を迎える中、消防職員・団員、事業所の
自衛消防隊員ら総勢237人が防火・防災の気構えを新た
にしました。
　挨拶に立った信貴康孝町長は「消防に課せられた責務
の重要性に鑑み、住民の信頼と負託に応えていただくよ
う、更なる精進を期待します」と、消防団員や職員を激
励しました。
　この後、永年にわたり、地域防災に貢献している消防
団員等に、表彰状や感謝状が贈られました。
　最後に、久乗清和消防団長が「地域住民、町内企業の
皆さんの生命・財産を災害から守るため、消防職員・団
員、自衛消防隊は、より一層の努力を重ねてまいりま

す」と力強く謝辞を述べ、式典を閉じました。
　式典終了後、久御山中学校吹奏楽部の皆さんが「海の
声」や「世界に一つだけの花」などを演奏し、式典に花
を添えました。

どの抑制を図る生活道路の安全対策です。
　設定した場所は、市田和気・珠城と栄３・４丁目地区
で、ゾーン30を示す路面標示や標識を設置しています。
　区域内の道路は、地域住民の生活道路として、また、
小・中学校の通学路として多くの人が利用しています。
自動車やバイクなどで通行するときは、交通ルールを守
り、安全運転をお願いします。� 問合せ／都市整備課

トピックス

▲栄３・４丁目のゾーン30内を通学する児童

▲消防職員・団員、自衛消防隊員が見守る中、本部旗、団旗、
　隊旗が入場

◀︎�

久
御
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を

披
露

東角小
グラウンド

栄４

佐古

24

北側エリア

林

大
久
保
バ
イ
パ
ス

栄３・４丁目
自治会集会所

栄３
南側エリア

古
川

名木川

市田

和気斉当坊

市田

新珠城

珠城
京
都
南
道
路
１

府道八幡・宇治線
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事務事業の妥当性などを検証
 平成28年度 行政評価外部評価

和やかな雰囲気、明るい年祈念
 新春のつどい

　久御山町では、町が行っている施策や事務事業につい
て、妥当性や達成度などを評価し、改善や見直しを行う
ため、「行政評価」を実施しています。評価は、行政内部
で自己評価する「内部評価」と、当該評価の妥当性を外
からの視点で検証する「外部評価」で構成。外部評価
は、学識経験者など５人からなる「行政評価外部評価委
員会」を組織し、昨年５回の委員会を開催し、12月７
日、信貴町長に評価結果報告書が提出されました。
　評価方法は、町で内部評価を行った41の施策の中か
ら、評価委員が、自治会活動の推進など６事業を選択。
担当課へのヒアリングを行い、できる限り客観的な視点
で実施されました。評価結果は右表のとおりです。
　委員会からは、▽全体的に施策の達成度を評価するた
めの指標の設定が不十分▽評価等の記載内容について住
民に対する丁寧な説明となっていない▽適した指標を立

　１月６日、役場コンベンションホールで、町と町商工
会、ＪＡ京都やましろ町運営協議会主催の「新春のつど
い」が、来賓の地元選出国会議員や府議会議員、町議会
議員や商工会、ＪＡ、行政機関など各界の関
係者ら約200人が出席して開催されました。
　新春を祝う毎年恒例の行事で、全員で町の
歌を斉唱したあと、発起人を代表して信貴康
孝町長が、「まちの将来像である『つながる心�
みなぎる活力�京都南に「きらめく」まち～
夢いっぱいコンパクトタウンくみやま～』の
実現に向け、愛する久御山町を更なる高みへ
と押し上げていきたい」と力強く挨拶をしま
した。

　来賓の島宏樹町議会議長や岡本圭司京都府山城広域振
興局長の祝辞の後、田中壽嗣ＪＡ京都やましろ町運営協
議会長の発声で「お茶の京都」にちなんで宇治茶で乾
杯。和やかな雰囲気の中で懇談しました。
　最後に西村好町商工会長が一本締めし、本年が明る
く、希望に満ちた年となるよう祈念して閉会しました。

て、施策の達成度や構成する事務事業を把握・評価する
ことにより、事務事業の継続、見直し、廃止を行うこ
と、などの指摘がありました。
　町では、提言を受け改善に向けて取り組んでいきます。
○行政評価外部評価委員会委員（敬称略）
　依田博（神戸大学名誉教授）=委員長、山口吉広(農
業経営者(指導農業士))、辻田素子(龍谷大学経済学部教
授)、岸直也(司法書士)、橋本圭多(同志社大学政策学部
助手)� 問合せ／行財政課

トピックス

▲第２回外部評価委員会（10月25日）

▲１月６日、役場コンベンションホールで開かれた新春のつどい

■施策の外部評価結果一覧

評価の対象となった施策

平成28年度評価結果

成果目的の
達成度

事務事業の
構成・内容
の妥当性

１ 自治会活動の推進 Ｂ Ｂ
２ 効率的な行財政運営 Ｂ Ａ→［Ｂ］
３ 防災対策の推進 Ｂ Ｂ
４ 高齢者福祉サービスの推進 Ｂ Ｂ
５ 子育て支援の推進 Ｂ Ｂ

６
農業施策の推進 Ｂ Ｂ
商工業施策の推進 Ｂ→［Ｃ］ Ｂ→［Ｃ］

※評価結果　成果目的の達成度／事務事業の構成・内容の妥当性
Ａ…達成されている／妥当である
Ｂ…概ね達成されている／おおむね妥当である
Ｃ…�あまり達成されていない／一部不十分であり、見直しの必
要がある

Ｄ…達成されていない／不十分であり、見直しの必要がある
※評価結果欄の→[�]は、担当課の内部評価に対し、外部評価委
員会が異なる評価をしたものです。
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お
め
で
と
う
！
二
十
歳

夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
第
一
歩

　

１
月
９
日
の
成
人
の
日
に
、「
久
御
山
町
成
人
式
」
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
対
象
者
１
８
０
人
の
う
ち
、
１
２
４
人
が
式
典
に
参
加
。
感

謝
を
胸
に
抱
い
て
、
夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

受
付
開
始
の
少
し
前
か
ら
華
や
か
な
振
り

袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
ま

り
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合

う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
付
や
式
の
進
行
は
10
人
の
実
行
委
員
に

よ
り
行
わ
れ
、
家
族
や
恩
師
が
見
守
る
中
、

厳
か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
信
貴
康
孝
町
長
が
、「
新
成
人

の
皆
さ
ん
に
は
本
町
の
新
た
な
担
い
手
と
し

て
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
若
者
ら
し
い
意
見
や
発
想
を
町
政

へ
と
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
新
成
人

の
門
出
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
畑
郁
弥
さ
ん(

島
田)

と
田
中
優
花
さ
ん(

相
島)

が
「
昨
年
６
月
に

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
若
者
た
ち
の
政
治
参
加
が
促
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
政
治
や
選
挙
に
関

心
を
持
ち
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、

社
会
人
の
一
員
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た
責
務

を
果
た
せ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
の
前
に
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
よ
る
「
あ
な
た
に
と
っ
て
の
理
想
の
リ
ー

ダ
ー
は
？
」
と
題
し
た
模
擬
投
票
が
行
わ
れ
、

「
バ
ラ
ク･

オ
バ
マ
」
が
１
位
、「
ド
ナ
ル
ド

･

ト
ラ
ン
プ
」
が
２
位
、「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル･

プ
ー
チ
ン
」
が
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
実
行
委
員
会
主
催
の
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
、
友
人
た
ち
と
和
や
か
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲未来に向かって歩き出す新成人
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▲模擬投票で清き一票
成人の言葉を述べる畑さん(右)と　

田中さん(左)▶︎

二十歳の思い
新成人の声

くみやま
フォトグ ラフ

　大人として、心も行動もしっかりし
ないととの思いです。小さい頃から得
意なマッサージを仕事としたいので、
これから経験を積んでいきたいです。

　将来は、小学校からの憧れの職業
である警察官になりたいと思い、講
座などを受けています。立派な大人
になれるよう一層頑張りたいです。

　20歳になって責任感と親への感
謝の気持ちが出てきました。お客さ
んとの触れ合いが好きで、将来は料
理屋など自分のお店を持ちたいです。

　今日の朝はすがすがしい気分で迎
えました。現在、町内の会社で働いて
います。将来は、庭付きの家に住ん
で、にぎやかな家庭を持ちたいです。

▲
友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
新
成
人
◀︎
▶︎

◀︎
恩
師
と
の
再
会

▶︎
み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
記
念
撮
影

井
上　

志
穂
美
さ
ん

 

（
栄
）

北
村　

聡
さ
ん

 

（
林
）

田
儀　

瑞
希
さ
ん

 

（
佐
山
）

畑　

郁
弥
さ
ん

 

（
島
田
）
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申
告
会
場 

確
定
申
告　

�

町
役
場
税
務
課
ま
た
は�
�

宇
治
税
務
署
１
階

町
・
府
民
税
の
申
告　

町
役
場
税
務
課

・�

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
便
等
で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、

消
費
税
、
相
続
税
の
申
告
及
び
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の
初
年
度
分
に
つ
い
て

は
、
宇
治
税
務
署
の
相
談
会
場
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
町
役
場
税
務
課
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・�

宇
治
税
務
署
で
は
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
隣
に
も
コ
ピ

ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
施
設
は
あ
り

ま
せ
ん
。
写
し
の
必
要
な
添
付
書
類
な
ど

問
合
せ
／
町
税
務
課
ま
た
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

宇
治
税
務
署
☎
０
７
７
４（
４
４
）４
１
４
１

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
町
・
府
民
税
の
申
告
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
３
月
15
日
㈬
ま
で
で
す
が
、
期
限
が
近
づ
く
と
申
告
会
場

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
会
場
を
利
用
さ
れ
る
人
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

は
、
あ
ら
か
じ
め
写
し
を
作
成
の
う
え
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

・�

駐
車
場
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
告
会
場
の 

開
設
期
間
と
時
間　

 

■
町
役
場
税
務
課

　

町
・
府
民
税
の
申
告

　
　

２
月
１
日
㈬
～
３
月
15
日
㈬

　

確
定
申
告

　
　

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

　
　

�
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～

　
　

11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時

■
宇
治
税
務
署

　
　

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・�

両
会
場
と
も
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

き
ま
す
。

・�

宇
治
税
務
署
で
は
、
２
月
19
日
㈰
と
26
日

㈰
に
限
り
、
確
定
申
告
の
相
談
及
び
確
定

申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

・�

両
会
場
と
も
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
終

了
予
定
時
刻
よ
り
早
め
に
申
告
相
談
の

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

準
備
は
お
早
め
に 

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
納
税
者
自
ら
が
税
法
に
従
っ
て
、

前
年
の
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
の
所
得
と
税
額
を
申
告
し
、
納
税
す

る
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ

の
申
告

期
限
は

３
月
15
日
㈬
ま
で
で
す

所
得
税
の
確
定
申
告

町
・
府
民
税
の
申
告

税
宇治税務署

（税務署から約500m）
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ら
ず
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

間
違
っ
て
申
告
し
た
り
す
る
と
、
後
日
、

不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、「
加

算
税
」
や
「
延
滞
税
」
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
前
に
、
申
告
す
る
所
得
や

控
除
に
誤
り
が
な
い
か
、
ま
た
、
提
出
書

類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
し
、

申
告
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人 

　

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

①�

雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）
や
、
事
業
所

得
（
農
業
所
得
・
営
業
所
得
等
）、
不
動

産
所
得
が
あ
る
人
で
、
平
成
28
年
中
の

所
得
の
合
計
金
額
が
、
基
礎
控
除
や
配

偶
者
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
人

　

※�

年
金
所
得
者
に
は
、「
年
金
所
得
者
に
係

る
確
定
申
告
不
要
制
度
」
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②�

土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
に
よ
る
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
。 

※
町
役
場
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

③�

給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人
④�

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
お
り
、
各
種

の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退
職
所
得

を
除
く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
人

⑤�

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

人
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与

の
収
入
金
額
と
、
各
種
の
所
得
金

額
（
給
与
所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
）

と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

な
ど
で
す
。

年
金
所
得
者
に
係
る 

確
定
申
告
不
要
制
度　

 

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
２
か
所
以
上

あ
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）
が
４
０
０
万�

円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で�

あ
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
場
合
で
も
、

所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
還

付
を
受
け
ら
れ
る

人
は
確
定
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
確
定

申
告
が
必
要
な
い

人
に
つ
い
て
も
、

町
・
府
民
税
の
申

告
が
原
則
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、

税
務
課
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

税
金
が
還
付
さ
れ
る
人 

　

一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与
所
得
だ

け
の
人
で
、
年
収
２
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

勤
務
先
で
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る
た
め
、
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ

う
な
場
合
で
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
と
き

は
、
申
告
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
場
合

②
特
定
寄
附
金
を
支
払
っ
た
場
合

③�

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
（
大

規
模
な
増
改
築
を
含
む
）
し
た
場
合

④�

平
成
28
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か

っ
た
場
合

⑤�

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
（
病
気

や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
場
合
は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
、

次
の
金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
）（

８
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　税務署では、宇治税務署の会場
以外でも、下表の日程で確定申告
会場を開設します。お気軽にご利
用ください。

　�時間はいずれも、午前9時30分
～正午、午後1時～午後4時です
(受付は午前9時～午後3時)。
・�混雑状況等により早めに申告相
談の受付を終了させていただく
場合があります。
・�会場では、土地・建物・株式等
を売却された所得及び贈与税・
相続税の相談は行っていません
ので、これらに関する相談は宇
治税務署へお越しください。
・�土・日曜日、祝日は、開設してい
ません。
� 問合せ／宇治税務署

ご利用ください 
確定申告

開設期間 申告会場

２月７日㈫・
８日㈬

城陽市立福祉
センター

２月７日㈫～
９日㈭

宇治市産業会館
多目的ホール

２月９日㈭～
15日㈬

木津川市
中央交流会館
いずみホール

２月13日㈪・
14日㈫

京田辺市
コミュニティ
ホール

２月20日㈪～
24日㈮

八幡市
文化センター

相談会場
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医
療
費
控
除
の
計
算
方
法 

A�　

支
払
っ
た
医
療
費
の
金
額
か
ら

生
命
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る

額
を
引
い
た
額

B�　

10
万
円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等

の
合
計
の
５
㌫
の
い
ず
れ
か
少
な

い
額

A

－

B
＝
医
療
費
控
除
額

�
（
最
高
２
０
０
万
円
）

※�

医
療
費
等
の
領
収
書
は
、
医
療
機

関
別
・
受
診
者
別
に
整
理
し
「
添

付
書
類
台
紙
」
な
ど
に
添
付
し
、

確
定
申
告
書
と
一
緒
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
の
原
本

等
の
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
町
・
府
民
税
の 

申
告
が
必
要
な
人　

 

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
久
御
山
町
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
所
得
が

無
か
っ
た
人
も
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
や
給

与
以
外
の
所
得
が
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、

勤
務
先
を
通
し
て
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

確
定
申
告
書
ま
た
は
町
・
府
民
税
の
申
告

書
の
提
出
が
な
い
と
、
町
・
府
民
税
の
課
税

証
明
書
や
納
税
証
明
書
の
発
行
が
原
則
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の
所
得

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
・
府
民
税
の
申

告
は
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①�

確
定
申
告
書
、
ま
た
は
税
務
課
か
ら
送
付

し
た
町
・
府
民
税
申
告
書

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

③�

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
お
知
ら
せ
は

が
き
」
及
び
「
お
知
ら
せ
通
知
書
」
な
ど

④�

所
得
金
額
が
分
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

農
業
や
営
業
な
ど
事
業
所
得
の
収
支
内

訳
書
、
売
買
契
約
書
な
ど
）

※�
収
支
内
訳
書
な
ど
を
提
出
す
る
場
合
は
、

必
ず
記
入
済
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑤�

所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
（
生
命
保
険
・

地
震
保
険
・
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の

支
払
証
明
書
、
医
療
費
・
寄
附
金
の
領

収
書
な
ど
）

⑥�

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
を
し
た
場
合
は
、

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
書
の
控
え

⑦
印
鑑

⑧�

還
付
の
場
合
は
、
本
人
名
義
の
振
込
み
先

口
座
番
号
な
ど
の
分
か
る
も
の

※�

申
告
書
な
ど
へ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
申
告

手
続
な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※�

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
便
等
で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

簡
単
！ 

自
宅
で
ス
ピ
ー
デ
ィ　
●
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
確
定
申
告
書

　

パ
ソ
コ
ン
で
必
要
事
項
を
入
力
し
て
、

簡
単
に
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
簡
単

に
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
は
、
今
ま
で
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い

た
確
定
申
告
も
、
画
面
の
内
容
に
従
っ
て

金
額
や
必
要
事
項
を
入
力
す
る
だ
け
で
自

動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自
宅
で

確
定
申
告
書
を
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
デ
ー
タ
送
信
を
し
て
確
定

申
告
を
す
る
方
法
と
、
印
刷
し
た
書
面
で

確
定
申
告
書
を
税
務
署
に

提
出
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
印
刷
し
た
確

定
申
告
書
を
税
務
署
に
郵

送
す
れ
ば
、
申
告
会
場
で

待
つ
こ
と
な
く
申
告
手
続

き
を
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。(

郵
送
す
る
場
合

は
、「
郵
便
物
」
ま
た
は

「
信
書
便
物
」
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
青
色
申
告
決
算
書
（
収
支
内
訳

書
）
の
作
成
や
作
成
デ
ー
タ
の
保
存
も
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■ 

給
与
所
得
者
ま
た
は
公
的
年
金
所
得
者

向
け
の
申
告
書
作
成
画
面

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
給
与
所
得

者
ま
た
は
年
金
所
得
者
向
け
の
申
告
書
作

成
画
面
が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
人
で
も
操
作
が
し
や
す
い
画

面
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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日
㈬
ま
で
に
、
金
融
機
関
ま
た
は
所
轄
の
税

務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
振
替
納
税
は

期
限
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
に

限
り
利
用
で
き
ま
す
）。

　

転
居
等
に
よ
り
所
轄
の
税
務
署
が
変
わ
っ

た
場
合
や
、
す
で
に
振
替
納
税
で
指
定
し
て

い
る
金
融
機
関
や
口
座
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
新
た
に
振
替
納
税
（
変
更
）
の
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
等
の
一
部
金

融
機
関
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
支
店
等
の
一

部
店
舗
で
は
、
振
替
納
税
が
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
可
否
に
つ

い
て
は
取
引
先
の
金
融
機
関
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
電
子
納
税
を
利
用
の
場
合
】

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
用 

納
付
済
確
認
書
を
送
付

　

前
年
中
に
納
付
書
や
口
座
振
替
の
普
通
徴

収
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
国
民
健
康
保
険
税

と
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
「
確
定
申
告
用
納
付
済

確
認
書
」
に
記
載
し
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
の
社
会
保
険
料
控
除
の
資
料

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

で
納
め
て
い
た
だ
い
た
額
に
つ
い
て
は
、
年

金
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
国
民
健
康
保
険
税
は
税
務
課
、

介
護
保
険
料
は
住
民
福
祉
課
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
国
保
健
康
課

自
宅
で
口
座
振
替
の 

登
録
が
で
き
ま
す
！　

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が

あ
れ
ば
、
町
税
な
ど
町
の

公
共
料
金
の
口
座
振
替
登

録
が
簡
単
に
で
き
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

町
で
は
、
２
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮
に
、
ご

希
望
に
よ
り
ご
自
宅
等
を
訪
問
し
、
口
座
振

替
の
手
続
き
を
す
る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
税
金
等
／
町
・
府
民
税
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
上
下
水
道
料
金
、
保
育
所
保
育

料
、
幼
稚
園
保
育
料　

利
用
で
き
る
金
融
機

関
／
京
都
銀
行
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
京

都
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

申
込
方
法

／
２
月
１
日
㈬
～
３
日
㈮
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
正
午
～
１
時
を
除
く
）
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
訪
問
日

時
等
の
調
整
を
し
ま
す
。
な
お
、
各
課
窓
口

で
は
随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い　

申
込
・

問
合
せ
／
町
・
府
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
＝
税
務
課
、
国
民

健
康
保
険
税
＝
国
保
健
康
課
ま
た
は
税
務
課
、

介
護
保
険
料
＝
住
民
福
祉
課
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
＝
国
保
健
康
課
、
上
下
水
道
料

金
＝
上
下
水
道
課
、
保
育
所
保
育
料
、
幼
稚

園
保
育
料
＝
子
育
て
支
援
課

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
納
期
限
は
３
月
15
日
㈬
で
す
。

　

申
告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
の
送
付
や

納
税
通
知
な
ど
に
よ
る
納
税
の
お
知
ら
せ
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
現
金
で
納
付
の
場
合
】

　

現
金
に
納
付
書
を
添
え
て
、
納
期
限
（
３

月
15
日
㈬
）
ま
で
に
、
金
融
機
関
ま
た
は
所

轄
の
税
務
署
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
振
替
納
税
を
利
用
の
場
合
】

　

振
替
日
（
４
月
20
日
㈭
）
に
指
定
の
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
。
事
前
に
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

振
替
納
税
の
申
込
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
３
月
15

　広報「くみやま」1月1日号のク
ロスワードパズルの正解は「こど
もえん」でした。
　応募者数93人中、92人が正解
でした。正解者の中から抽選で次
の20人に図書券をお送りします。
たくさんご応募いただき、広報誌
についてのご感想やご意見ありが
とうございました。
　大橋節子、内山秀美、村田匡子、
山田寿一、荒川妙子、中江豊江、阪
部信一、大石尚美、朝倉スミ、山本
貴大、浦上幸樹、神村紘子、吉野初
枝、古田佳子、諌山幸彦、日比孝子、
田中哲男、岡本由希子、村田真也、
中村れい子�� (敬称略)

クロスワード
パズルの当選者

新春
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

納
期
限
は
、
３
月
15
日
㈬
で
す

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※　バーコードの印字がない納付書は使用できません。

① ② ③

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨

⑩ ⑪

⑫

オ リ エ ン ト

リ シ リ コ

ン モ ト ド リ

ピ ミ ガ ラ

ツ バ サ フ

ク リ キ ン ト ン
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小
学
校
国
語
な
ど
で
全
国
平
均
上
回
る
　
平
成
28
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら

　

昨
年
４
月
、
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を

対
象
に
実
施
さ
れ
た
「
文
部
科
学
省
に
よ
る
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

　

調
査
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
と
算

数
・
数
学
）
と
、
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に

関
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
力

や
学
習
状
況
、
生
活
状
況
の
特
定
の
一
部
分
で

あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
指

導
の
改
善
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

●
教
科
に
関
す
る
調
査

　

教
科
に
関
す
る
調
査
結
果
で
は
、
小
学
校
に

お
い
て
、
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

の
国
語
Ａ
と
算
数
Ａ
、
主
と
し
て
「
活
用
」
に

関
す
る
問
題
の
国
語
Ｂ
が
、
全
国
の
平
均
正
答

率
を
上
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
小
学
校
の
算
数

Ｂ
問
題
と
、
中
学
校
の
国
語
・
数
学
は
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

●
言
語
力
と
自
己
指
導
能
力

　

久
御
山
学
園
で
は
、
学
力
の
基
礎
と
な
る
「
言

語
力
」
と
、
生
き
る
力
の
基
盤
と
な
る
「
自
己
指

導
能
力
」
を
『
育
て
た
い
力
』
と
し
て
、
各
小
・

中
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
で
実
践
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

左
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
「
言
語
力
」
と

「
自
己
指
導
能
力
」
の
育
成
に
関
連
の
あ
る
質

問
を
取
り
上
げ
、
全
国
と
比
べ
た
結
果
で
す
。

　
「
言
語
力
」
は
、
小
・
中
学
校
と
も
に
、
友

達
や
家
庭
に
お
い
て
話
を
す
る
こ
と
で
は
全
国

に
近
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
考

え
を
説
明
し
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
で
は
、

苦
手
な
児
童
・
生
徒
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
自
己
指
導
能
力
」
は
、
特
に
中
学
３

年
生
の
「
自
分
に
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
」
と
い
う
項
目
の
割
合
が
落
ち
込
ん
で
お
り
、

自
己
肯
定
感
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

●
家
庭
へ
の
お
願
い　

　

子
ど
も
た
ち
の
「
学
力
」「
言
語
力
」「
自
己
指

導
能
力
」
の
向
上
に
は
、
学
校
に
お
け
る
取
り

組
み
だ
け
で
な
く
、
各
家
庭
と
の
連
携
・
協
力

が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
、
各
家
庭
に
お

い
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑴
学
力
の
向
上
に
向
け
て

◇�

子
ど
も
た
ち
に
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◇�

家
庭
で
学
習
の
時
間
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

⑵
言
語
力
の
育
成
に
向
け
て

◇�

子
ど
も
た
ち
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
子

ど
も
た
ち
の
思
い
を
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。

◇�

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
時

間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

⑶
自
己
指
導
能
力
の
育
成
に
向
け
て

◇�

時
間
を
計
画
的
に
使
う
こ
と
や
、
約
束
の
大

切
さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◇�

子
ど
も
の
言
動
を
褒
め
る
、
励
ま
す
、
認
め

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

 

問
合
せ
／
学
校
教
育
課

全国を100と
したとき

110%
100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%

全国を100と
したとき

110%
100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%

全国を100と
したとき

110%
100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%

全国を100と
したとき

110%
100%
90%
80%
70%
60%
50%
40%
30%

友達の前で
発表することが得意

友達の前で
発表することが得意

自分にはよい
ところがあると思う

自分にはよい
ところがあると思う

400字詰め
原稿用紙
2～ 3枚の
感想文や
説明文を
書くこと
が得意

400字詰め
原稿用紙
2～ 3枚の
感想文や
説明文を
書くこと
が得意

計画を
立てて
勉強

している

計画を
立てて
勉強

している

自分の考えを
説明したり、
文章に書いた
りすることが
得意

自分の考えを
説明したり、
文章に書いた
りすることが
得意

みんなで
協力して
やり遂げ、
うれしかった
ことがある

みんなで
協力して
やり遂げ、
うれしかった
ことがある

平日、１日
10分以上
読書をする

平日、１日
10分以上
読書をする

人が困って
いるときは
進んで助ける

人が困って
いるときは
進んで助ける

家の人と
学校での
出来事に
ついて
話をする

家の人と
学校での
出来事に
ついて
話をする

友達との
約束は
守る

友達との
約束は
守る

言語力（小学６年生）

自己指導能力（小学６年生）

言語力（中学３年生）

自己指導能力（中学３年生）
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久

御山学園

ニュース
⑤

乳
幼
児
と
児
童
・
生
徒
の
交
流
を
推
進

　

久
御
山
学
園
で
は

４
つ
の
専
門
部
を
設

け
、「
言
語
力
」「
自
己

指
導
能
力
」と
い
う

学
園
と
し
て
育
て
た
い
力
の
育
成
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、総
務
部
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

総
務
部
は
、広
報
活
動
や
教
職
員
研
修
の

企
画
、保
育
所
、幼
稚
園
、小
・
中
学
校
間
で

の
子
ど
も
同
士
、教
職
員
同
士
が
交
流
で
き

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

各
小
学
校
区
で
は
、年
間
を
通
し
て
乳
幼
児

と
児
童
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
年

長
児
は
低
学
年
児
童
や
、来
年
度
に
最
高
学
年

と
な
る
５
年
生
と
交
流
し
、小
学
校
へ
の
入
学

が
待
ち
遠
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
取
り

組
み
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
内
の
小
学
６
年
生
は
中
学
校
の

体
験
入
学
を
通
し
て
、児
童
が
興
味
の
あ
る

授
業
や
部
活
動
を
選
択
し
て
体
験
し
ま
す
。

■
遊
び
は
重
要
な「
栄
養
」　

　

幼
稚
園
で
は
、日
々
の
遊
び
や
生
活
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
思
い
切
り
遊
ぶ
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
付

き
、学
ん
で
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
の
遊
び
か
ら
は
、人
と
関
わ
る

力
、粘
り
強
さ
、意
欲
、協
調
性
、計
画
性
、

忍
耐
力
、自
信
な
ど
を
身
に
付
け
て
い
ま

す
。

■
小
学
校
の
学
習
の
基
盤
は
幼
児
期
に

　

幼
稚
園
の「
遊
び
」と
小
学
校
の「
国
語
」

や「
算
数
」な
ど
は
、何
の
つ
な
が
り
も
無

い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、子
ど
も
た
ち
は
幼
稚
園
で
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
の
中
で
新
た
な
言
葉
と
出
合

い
、友
達
と
触
れ
合
い
、会
話
す
る
こ
と
を

通
し
て
、言
葉
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
や
、自
然
の
美
し

さ
、不
思
議
さ
を
感
じ
な
が
ら
、「
な
ぜ
？
」

「
ど
う
し
て
？
」と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関

心
を
持
つ
こ
と
が
小
学
校
で
の
学
習
意
欲

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、幼
稚
園
で
は
日
々
の
遊
び

や
生
活
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
す
。

小
学
校
と
は
一
味
違
う
活
動
に
緊
張
感
を
持

ち
な
が
ら
も
、中
学
校
へ
の
入
学
に
対
す
る

期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
た
め
の
活
動
で
す
。

　

０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
を
一
貫
し
た
視
点
で

教
育
す
る
た
め
に
、教
職
員
同
士
が
十
分
に

連
携
し
、子
ど
も
た
ち
も
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
取
り
組
み
を
今
後
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

久
御
山
学
園
Ｑ
＆
Ａ

Q��　

久
御
山
学
園
で
は
、教
職
員
は
、ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

A�　

久
御
山
学
園
を
構
成
す
る
各
保
育
所
、

幼
稚
園
、小
・
中
学
校
で
は
、久
御
山
学
園

で
育
て
た
い
力
と
し
て
掲
げ
る「
言
語
力
」

と「
自
己
指
導
能
力
」の
育
成
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
具
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、久
御
山
学
園
に
設
置
さ
れ
て
い

る「
学
力
向
上
部
」「
心
の
教
育
部
」「
生
活
・　

健
康
部
」「
総
務
部
」の
各
部
に
保
育
所
、

幼
稚
園
、小
・
中
学
校
の
担
当
者
が
所
属�

し
、子
ど
も
た
ち
の
実
態
や
課
題
を
交
流
し

た
り
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
の
か
を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
久
御
山
学
園
と
は
…
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
組
織

●
久
御
山
学
園
で
育
て
た
い
力
…
言
語
力
・
自
己
指
導
能
力

▶
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
園
児
た
ち（
東
角
幼
稚
園
）

▲佐山小学校２年生と佐山幼稚園5歳児
　との交流体験

▲小学生が中学校の部活動体験も

幼児期の豊かな遊びと学び　御牧・佐山・東角幼稚園
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　ゆうホールや総合体育館など、文化・
スポーツ施設の使用料を改定しました。
　第５次行政改革大綱に基づく施設使用
料の協議を経て改定したもので、平成
29年４月１日から変更されます。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
基
本
使
用
料
を
改
定

■
基
本
使
用
料
の
改
定
は

　

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
交
流
ホ
ー
ル
と

　

総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

　

今
回
、
基
本
使
用
料
を
改
定
し
た
の
は
、

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
交
流
ホ
ー
ル
と
、
総
合
体
育

館
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
す
。
改
定
後
の
使

用
料
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

利
用
者
の
負
担
と
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進

の
両
面
を
考
慮
す
る
中
で
、
２
施
設
だ
け
の

改
定
と
し
て
い
ま
す
。

■
冷
暖
房
使
用
料
の
表
示
を
統
一

　

冷
暖
房
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で�

使
用
料
と
合
算
し
た
り
、
備
考
欄
で
、「
基
本

使
用
料
の
６
割
増
と
す
る
」
な
ど
、
各
施
設

間
で
表
示
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
全
て
の
施
設
で
使
用
料
と
は
別

に
（　

）
書
き
で
分
か
り
や
す
く
整
理
し
ま

し
た
。
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
使
用
料
表
に
「
全
日
」

使
用
時
の
料
金
を
表
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
正
で
「
全
日
」
と
い
う
区
分
を
削

除
し
て
い
ま
す
。
全
日
使
用
す
る
時
の
料
金

は
、
午
前
・
午
後
・
夜
間
の
使
用
料
の
合
計

額
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
中
央
公
民
館
の
夜
間
使
用
の

時
間
帯
が
、
こ
れ
ま
で
「
午
後
５
時
か
ら
10

時
ま
で
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
施
設

と
同
様
に
「
午
後
６
時
～
10
時
ま
で
」
と
し

て
い
ま
す
。

�

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

町
立
学
校
体
育
施
設�

使
用
団
体
の
登
録

　

平
成
29
年
度
町
立
学
校
の
体
育
館
及
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
団
体
の
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
。
前
年
度
に
登
録
し
た
団
体
も
再
度
登

録
が
必
要
で
す
。

　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
10
人
以

上
で
構
成
し
、
同
施
設
を
継
続
的
に
使
用
す

る
団
体
（
代
表
者
は
成
人
に
限
る
）　

申
請

・
問
合
せ
／
社
会
教
育
課

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に

上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
制
度
で
す

　

農
業
者
年
金
は
、

農
業
従
事
者
が
よ

り
安
心
し
て
老
後

の
生
活
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
し
た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
加

入
対
象
や
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

加
入
対
象
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者(

月
額
４
０
０
円
の
付
加
年
金
に
加

入
必
要
）
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人　

年
金
の
種

類
／
納
め
た
保
険
料
と
、
そ
の
運
用
益

に
よ
り
年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式(

確

定
拠
出
型)

の
年
金
で
す　

保
険
料
／
月

額
２
万
円
～
６
万
７
千
円(

千
円
単
位)

の
間
で
、
保
険
料
は
自
分
で
決
め
る
こ

と
が
で
き
、
随
時
、
見
直
し
で
き
ま
す　

税
制
上
の
優
遇
措
置
／
支
払
っ
た
保
険

料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税

に
つ
な
が
り
ま
す　

年
金
の
受
給
／
原

則
65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮

に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
80
歳

ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年

金
に
相
当
す
る
額
が
、
死
亡
一
時
金
と

し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す　

問
合
せ

／
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆�

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申
込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を

●ふれあい交流館ゆうホール
【改定前】� （円）

交流
ホール

区分 午前 午後 夜間 午前・午後 午後・夜間 全日

使用時間 午前9時～正午
午後 1時
～ 5時

午後 6時
～ 10時

午前9時～
午後 10時

午後1時～
10時

午前9時～
午後 10時

平日 4,500�
(7,200)

6,000�
(9,600)

6,000�
(9,600)

10,500�
（16,800）

12,000�
(19,200）

16,500�
（26,400）

土・日曜
日、休日

5,500
（8,800）

7,000
(11,200）

7,000
（11,200）

12,500
（20,000）

14,000
（22,400）

19,500
（31,200）

上段は施設使用料、下段の（　）は施設使用料と冷暖房使用料の合計金額

【改定後】� （円）

交流
ホール

区分 午前 午後 夜間
使用時間 午前９時～正午 午後１時～５時 午後６時～ 10時

平日 6,600
（2,700）

8,800
（3,600）

8,800
（3,600）

土・日曜
日、休日

7,900
（2,700）

10,500
（3,600）

10,500
（3,600）

上段は施設使用料、下段の（　）は冷暖房使用料

●総合体育館
【改定前】� （円）

メイン
アリーナ

区分 午前 午後 夜間 全日 照明使用料

使用時間 午前９時
～正午

午後１時
～５時

午後６時
～ 10時

午前９時
～午後 10時 １時間につき

全面 3,000 3,600 3,600 10,200 1,500

１／２ 1,500 1,800 1,800 5,100 800

１／３ 1,000 1,200 1,200 3,400 500

【改定後】� （円）

メイン
アリーナ

区分 午前 午後 夜間 照明使用料

使用時間 午前９時
～正午

午後１時
～５時

午後６時
～ 10時 1時間につき

全面 3,600 4,800 4,800 1,600

１／２ 1,800 2,400 2,400 800

１／３ 1,200 1,600 1,600 600

総合体育館メインアリーナ
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持
参
し
、
実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー

へ(

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可)　
問

合
せ
／
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21
‐
８
）�

☎

０
７
７
４（
４
６
）０
６
８
８
、０
７
８
０

図
書
館
講
座

「
メ
タ
ボ
対
策
と
食
生
活
」

　

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
17
日
㈮　

午
後
２
時
～

３
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
メ

タ
ボ
対
策
と
食
生
活
に
つ
い
て　

講
師

／
京
都
岡
本
記
念
病
院�

管
理
栄
養
士　

定
員
／
先
着
18
人　

申
込
・
問
合
せ
／

２
月
２
日
㈭
か
ら
図
書
館
へ

城南勤労者福祉会館の教室

講座名 受付
開始日

期間
（曜日）

開講
時間 回数 募集

定員 受講料等

親子クッキ
ング教室

２/11
（土）～

３/11
（土）

10：00～
13：00 １ ８組 1,500 円

レッツ・
クック教室

２/16
（木）～

３/16
（木）

13：30～
16：30 １ 男性

16人 1,500 円

城南地域職業訓練センター講座

講座名 受付
開始日

期間
(曜日 )

開講
時間 回数 募集

定員 受講料等

はじめての
インター
ネット入門

２/８
（水）～

３/８～
３/17（月・
水・金）

9：30～
15：30 ４ 15 10,000円（別途要教材費）

食
べ
て
元
気
！
～
食
と
健
康
～

　

今
月
は
「
食
と
健
康
」
に
関
す
る
お

す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

お
・
す
・
す
・
め
・
本

体
を
整
え
る
常
備
菜

�　
　

検
見
崎
聡
美
／
著　

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

　

作
っ
て
お
く
と
便
利
な
常
備
菜
を
風

邪
気
味
、
胃
が
痛
い
な
ど
の
症
状
別
や

貧
血
や
更
年
期
、
血
圧
な
ど
気
に
な
る

と
こ
ろ
別
に
紹
介
。

あ
た
た
め
美
容
部
温
活
レ
シ
ピ

�

　

植
木
も
も
子
／
著　

主
婦
の
友
社

　

体
を
温
め
る
食
材
を
使
っ
た
ド
リ
ン

ク
、
ス
ー
プ
＆
お
か
ゆ
、
サ
ラ
ダ
、
ス

イ
ー
ツ
レ
シ
ピ
を
紹
介
。

お
か
し�

（
児
童
書
）

な
か
が
わ
り
え
こ
／
ぶ
ん

や
ま
わ
き
ゆ
り
こ
／
え

福
音
館
書
店

　

学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
う
れ
し
い
お
や

つ
。
お
か
し
を
食
べ
る
と
元
気
が
出
た

り
、
ホ
ッ
と
し
た
り
。
お
か
し
に
は
、

秘
密
の
パ
ワ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。

ヘ
ル
シ
ー
せ
ん
た
い
ダ
イ
ズ
レ
ン
ジ
ャ
ー

�

（
児
童
書
）

や
ぎ
た
み
こ
／
作　

講
談
社

　

大
豆
畑
が
広
が
る
健
康
長
寿
の
国
に

「
大
豆
禁
止
令
」
が
…
。
こ
の
ピ
ン
チ

に
、
大
豆
た
ち
が
立
ち
上
が
る
！

今
月
の

��

テ
ー
マ

������

図
書

「茶の湯」の密室　　
愛川　晶／著　原書房

　落語「茶の湯」の矛盾点を少女
から指摘された山桜亭馬伝。その
頃妻の亮子は同僚から茶会に招か
れ…。神田紅梅亭寄席物帳第五弾。

本バスめぐりん。　
大崎　梢／著　東京創元社

　65歳の新人運転手テルさんと
司書のウメちゃん。今日も移動図
書館バスに乗って市内を巡る。そ
こには様々なドラマがあり…。

まよなかのせんろ　　
鎌田　歩／著　アリス館

　線路のゆがみを直すため、真夜
中に仕事をする作業員とマルチプ
ルタイタンパー。電車を陰ながら
支える人たちを描いた絵本。

少年弁護士セオの事件簿６　　
ジョン・グリシャム／作

岩崎書店

　法律家を目指すセオは進学先が
決まる洲統一テストを受験。惜し
くも特進コースを外れるが、友人
から他校の不正を聞いてしまい…。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

●

す
で
日
館
休
は

    １ ２ ３ ４

 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

2月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時
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い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に

４
月
か
ら
、介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　

総
合
事
業
へ
移
行
さ
れ
る
介
護
予
防
訪
問

介
護
・
介
護
予
防
通
所
介
護
は
、
国
の
基
準

を
引
き
継
ぐ
た
め
、
今
ま
で
と
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
新
設
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
形
態
（
提
供
時
間
や
人
員
配
置
）

を
多
様
に
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
合
わ
せ
た

利
用
料
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

　

Ｑ
３　

要
介
護
１
～
５
の
人
は
何
か
変
わ

り
ま
す
か
？

　

Ａ
３　

要
介
護
の
人
は
サ
ー
ビ
ス
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
介
護
認
定
の
手
続
き
も

同
じ
で
す
。

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
者
負
担
な
ど
に
つ

い
て
は
、
従
来
と
変
わ
ら
ず
、
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

訪
問
看
護
や
福
祉
用
具
な
ど
、
通
所
介
護

や
訪
問
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
は
今
ま
で
通

り
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
る
こ
と
で

利
用
で
き
ま
す
。

総
合
事
業
に
関
す
る
説
明
会

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
総
合
事
業
移
行
に

つ
い
て
、
介
護
保
険
制
度
（
総
合
事
業
）
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
２
月
13
日
㈪
ま
で
に
住
民

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
２
月
15
日
㈬　

午
後
２
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
５
階
会
議
室
51　

対
象
／
町
内

在
住
の
65
歳
以
上
の
人　

申
込
・
問
合
せ
／

住
民
福
祉
課

１
日
以
降
、
総
合
事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
・
介
護
予
防

通
所
介
護
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
介
護
認

定
の
更
新
後
か
ら
総
合
事
業
へ
順
次
移
行
し

ま
す
。

　

Ｑ
２　

総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
と
今
ま
で

の
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
は
？

　

Ａ
２　

総
合
事
業
は
久
御
山
町
独
自
の
基

準
を
設
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

家
庭
で
高
齢
者
を
介
護

さ
れ
て
い
る
人
同
士
の
交

流
を
深
め
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
７
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

場
所
／
保
健

セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室　

対
象
／
在
宅
で
介

護
を
要
す
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る
人　

内
容
／

介
護
予
防
の
料
理
教
室
と
昼
食
を
交
え
て
の

交
流
会　

定
員
／
先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０

円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／
２
月
２

日
㈭
～
15
日
㈬
に
住
民
福
祉
課
へ
。
電
話
可

地
域
の
居
場
所 

「
お
こ
し
や
す 

こ
も
れ
び
プ
ラ
ザ
」

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
の
予

防
や
介
護
相
談
な
ど
、
地
域
や
家
族
の
支
援

を
手
助
け
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ
を
開
所
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
も
そ
の
家
族
も
地
域
の
人
も

参
加
自
由
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
す
。

　

日
時
／
２
月
９
日
㈭　

午
後
２
時
～
４
時　

場
所
／
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」（
ゆ
う

ホ
ー
ル
角
の
信
号
を
北
へ
約
30
ｍ
＝
写
真
）　

内
容
／
脳
ト
レ
・
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
、
喫

茶
・
介
護
相
談
、
昔
懐
か

し
い
レ
コ
ー
ド
も
聴
け
ま

す　

参
加
費
／
２
０
０
円�

（
コ
ー
ヒ
ー
・
お
菓
子
付
）　

そ
の
他
／
予
約
不
要　

問

合
せ
／
同
協
議
会

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
介
護
予
防
の
た
め

の
新
し
い
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」（
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

現
在
、
要
支
援
認
定
を
受
け
た
人
が
対
象

と
な
る
「
介
護
予
防
通
所
介
護
」
と
「
介
護

予
防
訪
問
介
護
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
事
業

へ
移
行
さ
れ
、
利
用
す
る
際
の
要
介
護
認
定

が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
際
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト�

（
25
項
目
の
簡
易
な
質
問
表
）
で
事
業
対
象

者
と
し
て
該
当
す
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で

現　行 平成29年4月から
介護給付　　　(要介護1～ 5）
介護予防給付　(要支援1・2）
　・住宅改修・福祉用具
　・訪問看護・通所リハなど

⇒ 現行通り変更ありません

介護予防給付　(要支援1・2)
　・訪問介護・通所介護 ⇒ 総合事業

　(要支援１・２、事業対象者)
  ・訪問型サービス
  ・通所型サービス
【65歳以上の人】
  ・一般介護予防事業
　　※�事業により60歳から利

用できます

介護予防事業
　・一次予防事業
　　(いきいきハツラツ塾など)
　・二次予防事業
　　(いきいきスマイル塾)

⇒

総
合
事
業
に

関
す
る

　
　

Ｑ
＆
Ａ

　

Ｑ
１　

い
つ
か
ら
総
合

事
業
を
利
用
で
き
ま
す

か
？

　

Ａ
１　

平
成
29
年
４
月
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nformation

山
城
人
権
フ
ェ
ス
タ
in
じ
ょ
う
よ
う

　

映
画
「
ズ
ー
ト
ピ
ア
」
と

　

西
川
ヘ
レ
ン
さ
ん
の
講
演

　

山
城
人
権
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
推
進
協
議
会
で

は
、
人
権
啓
発
事
業

「
２
０
１
７
山
城
人
権

フ
ェ
ス
タ
in
じ
ょ
う
よ

う
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
と
内
容
／
２
月
18
日
㈯　

１
部�

午

前
10
時
か
ら
。子
ど
も
映
画
「
ズ
ー
ト
ピ
ア
」�

２
部�

午
後
２
時
30
分
か
ら
。
西
川
ヘ
レ
ン

さ
ん
の
講
演　

場
所
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽　

入
場
整
理
券
／
２
月
１
日
㈬�

午
前
８
時
30
分

か
ら
役
場
総
務
課
で
無
料
配
布
。先
着
50
枚
。

１
人
３
枚
ま
で　

問
合
せ
／
総
務
課

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
デ
ィ

働
く
人
や
企
業
経
営
者
向
け
講
演
会

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
あ
り
方
や
、
自
ら

の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
デ
ィ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

住
民
や
従
業
員
対
象
と
、
企
業
経
営
者
向

（有料広告）

け
の
講
演
を
行
い
ま
す
。
無
料
で
、
申
込
不

要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
３
月
18
日
㈯　

第
１
部　

午
前
10
時
か
ら
。
講
演
「
経
営
戦
略
と
し
て

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
講
師
：

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト�

大
塚
万
紀
子

さ
ん
（
写
真
）　

第

２
部　

午
後
２
時
か

ら
。
講
演
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
～
男
性
も
女
性
も
、
自
由

に
な
ろ
う
～
」
講
師
：
タ
レ
ン
ト
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト�

小
島
慶
子
さ
ん　

場
所
／
役
場
５

階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

そ
の
他
／
当

日
、
保
育
ル
ー
ム
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
３
月
３
日
㈮
ま
で
に
総
務
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い　

問
合
せ
／
総
務
課

後
継
経
営
者
・
経
営
幹
部
向
け

「
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」

　

久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
に
設
立
さ

れ
た
３
つ
の
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
エ
ア
」
が
、
後
継
経
営

者
・
経
営
幹
部

・
上
級
管
理
者

な
ど
を
対
象
に

経
営
支
援
の
一

環
と
し
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

日
時
・
内
容

／
上
表　

場
所

／
京
都
信
用
保

証
協
会
山
城
支

所
（
宇
治
市
大

久
保
町
上
ノ
山
37
番
地
３
）　

講
師
／
武
田

経
営
研
究
所�

代
表�

武
田
秀
一
さ
ん　

定
員

／
各
回
先
着
20
人　

参
加
費
／
無
料　

申
込

・
問
合
せ
／
町
商
工
会
☎
０
７
５（
６
３
１
）

６
５
１
８
、
ま
た
は
町
産
業
課

府
政
を
見
る
会

　

久
御
山
町
及
び
宇
治
市
・
城
陽
市
の
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
と
、
京
都
府
選
挙
管
理

委
員
会
・
京
都
府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、「
府
政
を
見
る
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
21
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後

５
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
人
（
子
ど
も
同

伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）　

内
容
／
京
都
府

立
図
書
館
見
学
と
京
都
府
議
会
の
傍
聴　

定

員
／
先
着
10
人　

参
加
費
／
無
料
（
昼
食
は

参
加
者
負
担
）　

申
込
・
問
合
せ
／
２
月
14

日
㈫
ま
で
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
総
務
課
内
）
へ
。
電
話
可

農
産
物
直
売
「
福
菜
市
」

２
月
18
日
㈯

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労

支
援
事
業
所
等
が
合
同
で
野

菜
な
ど
を
直
売
す
る
「
福
菜

市
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
一
生
懸
命
育
て
た
新
鮮

な
野
菜
を
用
意
し
ま
す
。
な
お
通
常
、
毎
月

第
２
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
月

は
第
３
土
曜
日
と
な
り
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
18
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販

売
商
品
／
季
節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓

子
な
ど　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

福
祉
室
☎
０
７
７
４（
２
１
）２
１
９
３

催
し
・
募
集

(c)2016 Disney. All Rights Reserved.

回 日　　時 セミナー内容

１ ２月10日㈮
午後６時～８時

・経営戦略の理解
・成功要因の探索

２ ２月15日㈬
午後６時～８時

・攻めの財務管理
・売上拡大に向けて

３ ２月17日㈮
午後６時～８時

・�戦略的中期経営計
画策定

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

2017 2 February
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食
と
農
を
考
え
る

消
費
者
と
生
産
者
の
意
見
交
換
会

　

山
城
産
農
産
物
の
「
食
の

安
心
・
安
全
」
に
関
す
る
生

産
者
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
消
費
者
と
生
産
者
が
、

相
互
理
解
と
意
識
醸
成
を
目
的
に
、
交
流
や

意
見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
25
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後

１
時　

場
所
／
町
内
（
聖
護
院
大
根
農
場
、

中
央
公
民
館
、
農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
の

里
」）　

内
容
／
▼
聖
護
院
大
根
農
場
見
学
▼

生
産
者
に
よ
る
栽
培
方
法
な
ど
の
説
明
▼

「
食
の
安
心
・
安
全
」
の
取
り
組
み
説
明
▼

ゆ
ず
大
根
の
加
工
体
験
▼
食
べ
比
べ
な
ど
を

し
な
が
ら
生
産
者
と
意
見
交
換　

定
員
／
30

人　

申
込
・
問
合
せ
／
京
都
府
山
城
広
域
振

興
局�

農
林
商
工
部
企
画
調
整
室
☎
０
７
７�

４（
２
１
）３
２
１
１

シ
ニ
ア
文
化
祭　

２
月
19
日
㈰

　

町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
ク
ラ
ブ

創
立
50
周
年
記
念
の
文
化
祭
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時　

場
所
／
中
央
公
民
館　

内
容
／

第
一
部�

式
典
、　

第
二
部
（
祝
賀
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）=

オ
ー
プ
ニ
ン
グ�

和
太
鼓
、
女
性

部
の
フ
ラ
メ
ン
コ　

作
品
展
示
、
舞
台
発
表　

問
合
せ
／
荒
見
苑

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
会
社
（
求
人
）
説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、「
求
人
を
希
望
す
る
事
業

所
」
と
「
働
き
た
い
人
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
会
社
説
明
会
（
求
人
説
明
会
）
を
、
毎

月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
の
参
加
事
業
所
は
、
㈱
大
京
塗
料
商

会
（
塗
料
卸
売
業
）、
㈱
新
生
工
業
（
精
密
板

金･

金
属
加
工
業
）、
㈱
ツ
ダ
エ
レ
ッ
ク
（
電

子
機
器
用
ハ
ー
ネ
ス
加
工
業
）
で
す
。
詳
し

く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
２
月
15
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時�

（
受
付
は
３
時
45
分
ま
で
）　

場
所
／
ク
ロ

ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

問
合
せ
／
産
業
課

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

　

京
都
府
で
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
新
入
学
児

童
を
対
象
に
、
知
事
と
の
交
流
会
を
開
き
ま

す
。

　

日
時
／
３
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分　

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京

都
市
南
区
新
町
通
九
条
下
ル
）　

対
象
／
４

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

児
童
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
知
事
と
一
緒

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
記
念
品
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
※
当
日
出
席
者
）　

申
込
／
２
月
20

日
㈪
ま
で
に
、
は
が
き
に
「
新
入
学
児
童
の

つ
ど
い
参
加
希
望
」
と
し
、
住
所
、
電
話
番

号
、
保
護
者
名
、
新
入
学
児
童
と
同
行
す
る

兄
弟
姉
妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日

・
性
別
、
最
寄
り
駅
、
参
加
人
数
を
記
入
の

う
え
、
母
子
家
庭
の
人
は
京
都
府
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
、
父
子
家
庭
の
人
は
京
都
府
民

生
児
童
委
員
協
議
会
（
い
ず
れ
も
〒
６
０
４

―

０
８
７
４
京
都
市
中
京
区
清
水
町
３
７
５　

府
立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
）
へ　

問
合
せ

／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
☎
０
７
７�

４（
２
１
）２
１
０
２

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も

や
親
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場

所
を
設
け
て
、遊
び
や
学
習
、

ご
飯
作
り
な
ど
を
し
て
ひ
と

り
親
家
庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い

時
間
か
ら
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料
費

１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
町
母
子
寡
婦�

（
さ
つ
き
）
会　

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７�

４（
４
５
）０
２
８
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

日
時
／
２
月
13
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
調

理
室　

対
象
／
未
就
学
の
子
ど
も
と
保
護
者　

内
容
／
ク
ッ
キ
ン
グ
～
い
ち
ご
大
福
～　

定

員
／
先
着
10
組　

参
加
費
／

１
組
２
０
０
円　

申
込
・
問

合
せ
／
２
月
２
日
㈭
～
９
日

㈭
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所

／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交

換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

そ
の
他
／
予

（有料広告）

区分 水曜開催 金曜開催

２月 １日、８日、
15日、22日

３日、10日、
17日、24日

３月 １日、８日、
15日、22日

３日、10日、
17日、24日

時間 午後４時30分～８時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、夕
食作り

ほっとハウス「チエさん」は、ゆう
ホール角の信号のある交差点を北へ
約30㍍。
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nformation

約
不
要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

傾
聴
サ
ロ
ン
〝
こ
こ
ろ
〟

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝
こ
こ
ろ
〟
で
は
傾

聴
サ
ロ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

傾
聴
と
は
本
人
や
、
介
護
者
の
お
話
を
聴

か
せ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、

話
す
こ
と
で
気
が
楽
に
な
り
気
持
ち
が
す
っ

き
り
す
る
「
こ
こ
ろ
の
援
助
活
動
」
で
す
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
２
月
16
日
、
３
月
16
日
（
毎
月
第

３
木
曜
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場
所
／
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」（
ゆ
う

ホ
ー
ル
角
の
信
号
交
差
点
を
北
へ
約
30
㍍
）　

対
象
／
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、

高
齢
者
世
帯
、
介
護
し
て
い
る
人
な
ど　

問

合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

募
集

買
い
物
送
迎
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
買
い
物
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
利
用
者
宅
近
辺

か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
久
御
山
ま
で
の
送
迎
を

し
て
い
た
だ
く
活
動
で
す
。
資
格
は
普
通
免

許
を
所
持
し
、
福
祉
有
償
運
送
運
転
講
習
会

の
受
講
者
と
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
付
き
添
い
で

は
な
く
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
で
利
用
者
の
買

い
物
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
活
動
で
す
。

　

実
施
日
時
／
２
月
７
日
㈫
、９
日
㈭
、13
日

㈪
、15
日
㈬
、17
日
㈮　

い
ず
れ
も
午
後
２
時

～
３
時
30
分　

申
込
・
問
合
せ
／
同
協
議
会

嘱
託
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
募
集

　

町
で
は
、
平
成
29
年
度
の
嘱
託
員
（
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
／
２
月
５
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら
。

面
接
と
実
技
試
験　

応
募
資
格
／
保
育
士
資

格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
両
方
を
有
す
る
人�

（
取
得
見
込
の
人
を
含
む
）　

申
込
／
２
月

３
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
子
育
て
支
援
課
へ
持
参
。
郵
送
不
可
。

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
同
課
で
配
布　

問
合
せ
／

子
育
て
支
援
課

児
童
手
当
の
給
付

　

10
月
分
か
ら
１
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
の

振
り
込
み
は
、
２
月
３
日
㈮
で
す
。
ご
指
定

の
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。　

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

　

京
都
府
で
は
、
次
の
①
か
ら
④
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
高

等
学
校
な
ど
に
通
う
お
子
さ
ん
に
奨
学
金
を

支
給
し
ま
す
。
な
お
、
他
の
京
都
府
奨
学
金

制
度
と
併
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
／
新
高
校
１
～
３
年
生
で
、
①
父
子

お
し
ら
せ

・
母
子
世
帯
（
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
と

同
居
し
て
い
る
世
帯
は
申
請
不
可
）
②
児
童

世
帯�

③
障
害
者
世
帯
（
父
や
母
が
障
害
者

手
帳
３
級
以
上
な
ど
を
持
つ
世
帯
）
④
長
期

療
養
者
世
帯
（
父
や
母
が
６
か
月
以
上
入
院

等
し
て
い
る
世
帯
）　

申
込
・
問
合
せ
／
２

月
28
日
㈫
ま
で
に
、
申
請
書
と
平
成
28
年
度

町
民
税
非
課
税
証
明
書
、
振
込
口
座
を
確
認

で
き
る
も
の
、
③
④
の
世
帯
は
そ
れ
を
証
明

す
る
書
類
、
合
格
決
定
通
知
書
ま
た
は
生
徒

手
帳
、
印
鑑
を
持
参
し
、
京
都
府
山
城
北
保

健
所
綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４�

５
、
ま
た
は
役
場
子
育
て
支
援
課
へ

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
額
、
免
除
及
び
徴
収
猶
予

　

町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
特
別
な

事
情
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
り
、

医
療
費
の
自
己
負
担
（
一
部
負
担
金
）
の
支

払
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事

情
に
応
じ
て
一
部
負
担
金
の
減
額
、
免
除
及

び
徴
収
猶
予
の
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
分
か
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、
国
保
健

康
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

２
月
17
日
㈮ 
無
料
法
律
相
談

　

京
都
弁
護
士
会
に
よ
る
、
無
料
法
律
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
17
日
㈮　

午
後
１
時
か
ら　

相
談

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１　

定
員
／
先
着
６
人
（
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人
。

１
人
30
分
以
内
）　

申
込
・

問
合
せ
／
総
務
課

★

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
と
場
所
／
2
月
14
日
㈫　

午
前
10
時

～
午
後
3
時
、
役
場
１
階
相
談
室
1

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
２
月
14
日
㈫
、
28
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
1
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
。

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
２
月
16
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
2
月
２
日

㈭
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
6
人

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
、
贈
与
、
不
動
産
の

売
買
、
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
２
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～

４
時
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
２
月
２
日

㈭
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人
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【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

4
時　

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
16
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
4
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）�

午
前
10
時
～
午
後
5
時　

場
所
／
教
育
相
談
室

(

ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
）　

※
電
話
で
教
育
相
談
室

へ
予
約
を
☎
０
７
７
４（
４
６
）５
６
４
０

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た
り
、

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み
に
、

相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
３
日
㈮　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
3
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
９
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
２
月
23
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
２
月
９
日
㈭
、
23
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
1
時
～
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　

�　

申
込
は
２
月
２
日
㈭�

午
前
９
時
～

８
日
㈬�

午
後
９
時

　
　
【
休
館
日
】�

毎
週
月
曜
日

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
２
月
８
日
㈬
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
9
時
～
午
後
9
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
２
月
５
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

10
時
30
分　

対
象
／
町
内

在
住
の
小
学
２
年
生
以
上�

（
大
人
の
参
加
可
）　

内

容
／
漢
字
学
習
と
書
写
教

室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員
／
20
人

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
２
月
８
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お

お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生
の
ピ

ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を
楽
し
く
歌

い
ま
す　

定
員
／
60
人
。申
込
不
要
。当
日
、

直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代
だ
け
必
要

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
２
月
10
日
㈮
、
24

日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン

ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う

漢
字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員

／
30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
１
０
０
円

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
２
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
。
※
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容

／
科
学
ビ
デ
オ
の
視
聴
と
身
近
な
科
学
実
験　

定
員
／
10
組

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
２
月
12
日
㈰　

①
午
前
９
時
～
正

午�

②
午
後
２
時
～
５
時　

※
①
、
②
の
い

ず
れ
か
選
択　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内
容
／
木
で
「
腰
掛
け
」
を
作
り
ま
す　

定

員
／
各
10
人　

費
用
／
４
０
０
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
２
月
15
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
地
上
よ

り
永
遠
に
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
２
月
16
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お

む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30

人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
・
内
容
／
２
月
18
日
㈯　

午
後
６
時

30
分
～
７
時
30
分
。
冬
の
星
座
を
観
察
。
受

付
は
当
日
の
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で　

対

象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
※
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は

中
止フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
２
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費

用
／
１
，５
０
０
円

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
２
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
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４
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
校
３
～
６

年
生　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費
用
／

８
０
０
円

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
２
月
26
日
㈰　

午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を

基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

　
　
　

申
込
は
２
月
２
日
㈭　

午
前
9
時
か
ら

　
　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
２
月
５
日
㈰
・
19
日
㈰
＝
午
前
10

時
～
10
時
40
分
、
２
月
14
日
㈫
・
23
日
㈭
＝

午
後
７
時
～
７
時
40
分
。
※
い
ず
れ
か
一
日

選
択　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を

除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
用
方
法
な
ど
、
機
器
を
利
用
す
る

た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各

先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
。
講
習
会
受

講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要　

そ
の
他
／
顔

写
真
（
2.5
㎝
×
２
㎝
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
２
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
～
正

総
合
体
育
館
の
催
し

午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
、
在
学
の
人　

種
目

／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開
放
。
申

込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
　
　

申
込
は
２
月
２
日
㈭　

午
前
9
時
か
ら
。

　
　

�

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

パ
ン
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
27
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

講
師
／
パ

ン
サ
ー
ク
ル　

定
員
／
15
人　

費
用
／
５
０
０
円　

持
ち
物
／

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

　

ハ
ン
ギ
ン
グ

プ
ラ
ン
タ
ー
の

ネ
ッ
ト
を
、
毛

糸
の
編
込
み
で

作
り
ま
す
。
鉢
と
苗
付
き
で
す
。

　

日
時
／
２
月
28
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

講
師
／
長
谷
川
寿
美
さ

ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／
３
０
０
円

中
央
公
民
館
の
催
し

食
文
化
講
座

　

久
御
山
の
野
菜
を
使
っ
て
漬
物
や
お
か
ず

な
ど
の
料
理
を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
７
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
女
性　

講
師
／
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し

ろ
久
御
山
町
支
店
女
性
部　

定
員
／
先
着
15

人　

費
用
／
８
０
０
円

　

申
込
は
２
月
２
日
㈭
か
ら
参
加
者

　
　

本
人
が
同
苑
へ
。
電
話
可

　
　
【
休
苑
日
】�

毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　
　
　

 

土
曜
日
の
午
後

物
作
り
教
室

　

履
か
な
く
な
っ
た
靴
下
を

用
い
て
、
指
で
編
ん
で
座
布

団
を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
24
日
㈮　

午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人　

定
員

／
先
着
20
人　

費
用
／
５
０
０
円

　
【
休
館
日
】�
毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

を
除
く
）、
月
曜
日
、
祝
日

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
体
を
リ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

荒
見
苑
の
催
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

ラ
ッ
ク
ス
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

　

日
時
／
２
月
８
日
㈬　

午
前
10
時
40
分
～
11
時
40

分　

対
象
／
生
後
３
か
月

頃
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
を
始
め
る
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん　

定
員
／
先
着
10
組　

費
用
／
乳
児
１
人

に
つ
き
３
０
０
円　

申
込
／
２
月
４
日
㈯
ま

で
親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
２
月
10
日
㈮
、
24
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

日
時
／
２
月
12
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用

は
午
前
９
時
～
午
後
４

時
）３

Ｂ
体
操

　

日
時
／
２
月
14
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円　

申

込
／
２
月
10
日
㈮
ま
で

２
月
の
誕
生
会

　

２
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
。
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
２
月
21
日
㈫
ま
で
に
来
館
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
２
月
23
日
㈭　

午
前
11
時
30
分
か

ら
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PART
11

すくすく
子育て★

自
制
心
の
形
成

保健予防のコーナー

会場は保健センター (※はあいあいホール )です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、
必ずご持参ください。� 問合せ／子育て支援課

2月の母子保健と成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

離乳食教室 ２日㈭ 午前10時
～10時15分

3～10か月児の
保護者（要予約）

離乳食の指導、作り方の実習と試
食（初期・中期・後期）

※子育て相談
（あいあいホール
出張相談）

６日㈪
13日㈪
20日㈪

午前9時
～午後4時30分

おおむね中学校
卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします

乳幼児相談 ８日㈬ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

２歳６か月児
歯科健診 15日㈬

午後1時5分
～1時15分
午後2時
～2時10分

平成26年7・8月
生まれ

歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導

成人歯科健診 15日㈬ 午後1時
～1時30分

40歳以上の人・
妊婦

歯科医師による健康診査、歯科
衛生士による歯みがき指導

１歳８か月児
健診 17日㈮ 午後1時20分

～1時40分
平成27年５月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

３～４か月児
健診 21日㈫ 午後1時20分

～1時40分
平成28年10月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスタート

10か月児健診 22日㈬ 午後1時20分
～1時50分

平成28年３月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導

３歳児健診 24日㈮ 午後1時20分
～2時

平成25年７月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

パパ＆ママ教室	
（第１回） 25日㈯ 午後1時～

1時15分 妊婦と家族 助産師によるお産の話、沐浴実習

1歳8か月児健診（1月20日）で
見つけたかわいい笑顔です。

耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

　

聴
力
測
定
、
聞
こ
え
に
関
す
る
相
談
を
言

語
聴
覚
士
が
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
２
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分
。
一
人
約
１
時
間　

場
所
／

ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム　

定
員
／
４
人　

申
込
／
事
前
に
京
都
府
聴
覚

言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
へ
☎
０
７
７
４（
３
０
）

９
０
０
０　
FAX�

０
７
７
４（
５
５
）７
７
０
８�

　

４
歳
を
過
ぎ
た
子
ど

も
は
自
分
の
思
い
と
相

手
の
思
い
に
揺
れ
る
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
け
ど
、「
そ
う
な
ら

な
い
自
分
」
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
泣
い
た

り
、
乱
暴
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
で
き
な
い

自
分
」
を
感
じ
、
鼻
を
い
じ
る
、
爪
を
か
む

な
ど
の
癖
が
出
た
り
、
わ
ざ
と
ふ
ざ
け
る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
大
人
は
「
ど
う
し
て
～
な

の
」
と
叱
っ
た
り
、
問
い
た
だ
す
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
の
揺
れ
る
気
持
ち
を
受
け
止
め

な
が
ら
、
自
分
で
気
持
ち
を
整
え
る
時
間
を

保
障
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
こ
の
時
期
は
「
前
」
と
「
今
度
」

の
時
間
的
な
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
次
の
自

分
に
期
待
す
る
こ
と
で
、
落
ち
込
ん
だ
自
分

の
気
持
ち
を
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
始
め
る

の
で
す
。

　

大
人
が
、「
今
回
は
～
に
な
っ
た
け
ど
、

次
は
こ
う
し
て
み
よ
う
か
」
と
、「
今
度
」
を

意
識
で
き
る
よ
う
な
声
掛
け
や
、
変
わ
っ
て

き
た
自
分
を
子
ど
も
が
感
じ
ら
れ
る
声
掛
け

を
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
前
向
き

に
気
持
ち
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
は
、
揺
れ
る
気
持

ち
を
受
け
止
め
て
も
ら
い
、
次
へ
の
期
待
を

持
て
る
経
験
を
繰
り
返
し
、
4
歳
も
後
半
に

な
っ
て
く
る
と
、
揺
れ
な
が
ら
も
相
手
の
思

い
に
合
わ
せ
て
自
分
の
思
い
を
調
整
す
る
と

い
う
自
制
心
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
「
私
は
ブ
ラ
ン
コ
に
ま
だ
乗
っ
て
い
た
い

け
ど
、
○
○
ち
ゃ
ん
も
乗
り
た
い
だ
ろ
う
か

ら
…
」
と
、
自
分
の
気
持
ち
と
相
手
の
思
い

を
て
ん
び
ん
に
か
け
、
そ
し
て
、「
私
は
た

く
さ
ん
乗
っ
た
か
ら
」
と
、
自
分
自
身
を
励

ま
し
、「
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
い
た
い
け
ど
、

○
○
ち
ゃ
ん
に
代
わ
っ
て
あ
げ
よ
う
」
と
い

う
自
制
心
へ
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

大
人
は
子
ど
も
に
、
先
取
り
し
て
指
示
を

し
た
り
、
禁
止
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
自
身
が
相
手
の
気
持
ち
と
自
分
の
気

持
ち
に
調
整
を
つ
け
、
前
向
き
に
物
事
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
心
を
、
じ
っ
く
り
待
っ
て
、

育
て
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
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難
病
（
膠
原
病
）
医
療
相
談

　

膠こ
う

原げ
ん

病
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、
ご
家
族
の
ご

相
談
を
専
門
医
が
お
受
け
し
、
指
導
・
助
言
し
ま

す
。
無
料
で
す
。

　

日
時
／
２
月
22
日
㈬　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
京
田

辺
市
田
辺
明
田
１
）�

担
当
医
師
／
京
都
第
一
赤
十

字
病
院
リ
ウ
マ
チ
内
科
部
長�

福
田
亙
先
生　

定

員
／
先
着
６
人　

申
込
／
２
月
６
日
㈪
か
ら
電
話

で
同
分
室
へ
☎
0
7
7
4（
６
３
）5
7
3
4

※�

膠
原
病
と
は
…
免
疫
の
異
常
な
ど
で
皮
膚
、
関

節
、
筋
肉
、
血
管
な
ど
に
病
変
が
生
じ
る
病
気

で
す
。
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
慢
性
関

節
リ
ウ
マ
チ
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋
炎
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き

こ
も
り
が
ち
で
心
の
健

康
に
不
安
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
仲
間
と
交
流

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま

す
。
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
・
内
容
／
２
月
３
日
㈮�

午
前
11
時
～
午

後
２
時
＝
料
理
作
り
、
２
月
17
日
㈮�

正
午
～
午

後
３
時
＝
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

場
所
／
中
央
公

民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課　

「
く
み
や
ま
食
暦
」
料
理
教
室

　

久
御
山
の
野
菜
を
た

っ
ぷ
り
使
っ
た
創
作
料

理
を
作
り
ま
す
。
地
元

の
お
い
し
い
野
菜
を
食

べ
て
ヘ
ル
シ
ー
な
食
生

活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
２
月
20
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後

１
時　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室　

対
象
／
住
民　

内
容
／
調
理
実
習　

献
立
／

ち
ぢ
み
風
ね
ぎ
焼
き
、
小
松
菜
の
か
ら
し
和

え
、
大
根
と
柿
の
酢
の
物
な
ど
（
都
合
に
よ

り
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

講
師
／
食
育
推
進
（
食
暦
）
協
議
会
の
会
員　

定
員
／
先
着
20
人　

参
加
費
／
無
料　

持
ち

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／
２
月
２

日
㈭
～
16
日
㈭
に
国
保
健
康
課
へ
。
電
話
可

い
き
い
き
健
康
教
室　

 

栄
養
編 

　

楽
し
く
料
理
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
健
康

を
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
骨
を
強
く
し
て
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
」
で
す
。

　

日
時
／
３
月
３
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後

２
時　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
ル

ー
ム
・
調
理
実
習
室　

対
象
／
お
お
む
ね
40

歳
以
上
の
人　

内
容
／
調
理
実
習
（
日
常
の

食
生
活
で
で
き
る
工
夫
）、
栄
養
士
、
保
健

師
に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
話　

献
立

／
豆
腐
と
ほ
う
れ
ん
草
の
キ
ッ
シ
ュ
風
、
菜

の
花
の
酢
み
そ
和
え
、
か
ぶ
の
翁
和
え
、
ス

ー
プ
、
果
物
（
変
更
の
場
合
あ
り
）　

定
員

／
先
着
20
人　

費
用
／
無
料　

持
ち
物
／
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／
２
月
２

日
㈭
～
24
日
㈮
に
国
保
健

康
課
へ
。
電
話
可

病
児
・
病
後
児
保
育

　

保
育
所
や
幼
稚
園

に
通
う
お
子
さ
ん
が
、

病
気
の
回
復
に
至
っ

て
い
な
い
、
ま
た
は

回
復
期
に
あ
っ
て
も

集
団
保
育
が
困
難
で
、
か
つ
保
護
者
が
就
労

等
や
む
を
得
な
い
状
況
に
よ
り
家
庭
で
の
保

育
が
で
き
な
い
場
合
、
左
記
の
施
設
で
お
子

さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

実
施
場
所
／
医
療
法
人
啓
信
会�

京
都
き

づ
川
病
院
あ
ゆ
み
保
育
園
内
そ
よ
か
ぜ
ル
ー

ム　

利
用
時
間
／
月
～
金
曜
日
＝
午
前
８
時

～
午
後
６
時
、
土
曜
日
＝
午
前
８
時
～
正
午
。

日
曜
日
・
祝
日
及
び
12
月
30
日
～
１
月
３
日

は
休
業　

料
金
／
日
額
２
，
０
０
０
円　

定

員
／
４
人　

問
合
せ
／
同
保
育
園
内
そ
よ
か

ぜ
ル
ー
ム
☎
０
７
７
４（
５
４
）１
１
１
１
内

線
2
1
9
1
ま
た
は
町
子
育
て
支
援
課

流
れ
橋
ウ
ォ
ー
ク　

 

歩
こ
う
会 

　

地
元
を
訪
ね
る
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

　

行
先
／
コ
カ
・
コ
ー
ラ
工
場
見
学
、
四
季

彩
館
、
流
れ
橋
、
浄
安
寺
（
約
６
㎞
）　

日
時

／
２
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
30
分

ゆ
う
ホ
ー
ル
集
合　

費
用
／
無
料　

持
ち
物
／
弁
当
、
飲
物
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
敷
物
、
ゴ
ミ
袋
な
ど　

申

込
・
問
合
せ
／
町
歩
こ
う
会
の
安

西
修
二
さ
ん
☎
0
7
7
4（
４
３
）6
0
3
2

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
睦
大
会

　

日
時
／
３
月
26
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら　

場
所
／
総
合
体
育
館　

種
目
／
①
ト
リ
ム
の

部
（
18
歳
以
上
の
男
性
２
人
、
女
性
３
人
以

上
で
登
録
）
②
ト
リ
ム
1
8
0
の
部
（
40
歳

以
上
の
男
性
２
人
、
女
性
３
人
以
上
で
登
録
。

コ
ー
ト
内
合
計
年
齢
が
1
8
0
歳
以
上
）
③

女
性
の
部
（
18
歳
以
上
の

女
性
５
人
以
上
で
登
録
）

④
女
性
1
8
0
の
部
（
40

歳
以
上
の
男
性
２
人
、
女

性
３
人
以
上
で
登
録
。
コ
ー
ト
内
合
計
年
齢

が
1
8
0
歳
以
上
）　

試
合
方
法
／
15
点
先

取
の
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ　

募
集
／
30
チ
ー
ム

抽
選　

参
加
費
／
１
チ
ー
ム
３
，0
0
0
円
、

登
録
チ
ー
ム
１
，0
0
0
円　

申
込
／
２
月

24
日
㈮
ま
で
に
町
体
育
協
会
へ

スポー
ツ
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平成28年12月15日から平成29年1月14日までの受付分（敬称略）

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

地
区
名
　
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

　

林	

松
田　

良
太
・
松
田　

春
奈

市　

田	

長
谷
川
大
樹
・
長
谷
川
真
子

下
津
屋	

辰
村　

佳
樹
・
辰
村　

祐
子

地
区
名	

　
出
生
児	

　
父
・
母

大
橋
辺	

藤
井　

謙け
ん
と翔　

康
士
・
美
香

島　

田	

田
井　

紬つ
む
ぎ希　

一
真
・
淳
美

佐　

山	

小
山
楓か

の

ん
乃
音　

拓
郎
・
晃

佐　

古	

𠮷
川　

侑ゆ
う
し志　

延
宏
・
理
紗

　

林　

	

小
寺　

冬と

ま真　

庸
平
・
愛

　

〃　

	

西
山　

蓮れ
ん
と人　

　

歩
・
優
希

市　

田	

杉
川　

碧り

く空　

昴
彦
・
華
成

田　

井	

中
出　

道み
ち
な
り成　

　

勇
・
絢
花

生
誕
お ご

結
婚

▲協力して料理を作る親子

　12月26日、町食生活改善推進員
協議会「久味の会」主催のおやこの
食育教室が、保健センター調理実習
室で行われました。
　子どもの豊かな感性を培い食育を
養うことを目的に行われており、親
子ら16人が参加。鮭のちゃんちゃん
焼き風や、さつまいもときゅうりの
ごろごろサラダ、小松菜と玉ねぎの
みそ汁など５種類の料理に挑戦。親
子で協力して野菜を刻んだり、お皿
に盛りつけたり、手順を確認しなが
ら取り組んでいました。

力を合わせて料理に挑戦
 おやこの食育教室 

　正月の火祭り行事、「とんど」が
１月15日、東一口の大池神社東側
の田んぼで行われました。
　とんどは、左義長とも呼ばれ、町
内でも数か所で伝承されています。
中でも東一口のとんどは、高さ10メー
トルにも及ぶ重厚なもので、京都府
無形民俗文化財に登録されています。
　強い寒波により前日からの積雪で、
一面白銀の世界のなか、注

し め な わ

連縄や松
飾り、書き初めなどが中に入れられ、
夜明けとともに点火されると勢いよ
く燃え上がり、勇壮な炎に参加者は
無病息災を願いました。

燃える炎に無病息災願う
 東一口のとんど 

▲地域の人が見守るなか、勢いよく燃え上がるとんど

　佐山の雙
さ ぐ り

栗神社で１月15日、農作
物の豊凶を小

あ ず き が ゆ

豆粥で占う粥
かゆうら

占神事が
行われました。
　午前０時、奥村宮司による祝

の り と

詞で
始まった神事は、宮総代らの手によ
って、釜の中に８種類の農作物の札
がついた竹筒を入れ、約１時間30分
かけて炊きあげられた後、竹筒の中
の粥の詰まり具合で農作物の豊凶が
占われました。
　結果は、早

わ せ

稲９分、中
な か て

稲６分、
晩
お く て

稲９分、綿８分、大豆５分、芋４
分、黍

きび

６分、梨０分となり、「今年
は米が豊作となり、台風の影響があ
っても限定的である」と判定されま
した。

農作物の豊凶を占う
 雙栗神社で粥占神事 

▲竹筒の中の粥の詰まり具合を確認
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わがやの
い
つ
も
に
こ
に
こ
杏
睦
ち
ゃ
ん
。幸
せ
を
た

く
さ
ん
あ
り
が
と
う
。パ
パ
も
マ
マ
も
杏
睦

の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

宮
野
　
杏あ
む睦

ち
ゃ
ん
（
１
歳
３
か
月
）

　昨年12月18日から23日まで台湾で行われた、学童軟式野
球の世界大会「第19回台湾･諸羅山盃」で「ＪＡＰＡＮ京都
隊」のメンバーとして出場した、東角小６年の谷口勇人選
手(栄)が、1月11日、町役場を訪れ信貴町長に報告をしま
した。
　この大会は、アジア･環太平洋地域から168チームが参加。
投手として出場した谷口選手は決勝戦で完封、打者として
も５割４分５厘、４ホームランと投打に大活躍。チームの
優勝に貢献し、大会ＭＶＰに輝きました。谷口選手は、「甲子園�
のマウンドに立つことが目標です」と話してくれました。

　栄３･４丁目シニアクラブ松栄会の７人が、１月12日、
東角幼稚園を訪問し、園児たちと昔ながらの正月遊びを楽
しみました。
　松栄会との交流は毎年行っており、今年で８回目。福笑
いや羽子板など正月にちなんだ遊びや、けん玉、かるた、
絵合わせなどをホールや各教室に分かれて楽しみました。
松栄会の兼松弘会長(栄)は「子どもと一緒に楽しく遊ぶこ
とで、自分たちも元気がもらえます」と話されていまし
た。

　佐山小学校で、12月20日、長浜バイオ大学の川瀬雅也教
授を講師に迎えて出前授業が行われました。
　これは、大学と小･中学校が連携し、子どもたちに科学
に対して興味を持ってもらおうと、京都府教育委員会が行
っているものです。
　この日は５年生48人が「サインペンの色を分けてみよ
う」と題した授業で、光や絵の具の３原色について説明を
受けたあと、実際に色が分かれていくところを、ろ紙と水
を使って実験し、楽しみながら科学について学びました。

目標は甲子園のマウンド　 世界大会でＭＶＰ 

正月遊びで交流　 東角幼稚園 

色について楽しく学習　  佐山小で科学体験 

▶�

松
栄
会
の
会
員
と
絵
合
わ
せ
で
楽
し
く
交
流

青木　優
ゆ め

芽ちゃん （１歳３か月）
にこにこの笑顔でいつも周りを明るく
してくれてありがとう♡これからも笑
顔いっぱいの女の子でいてね♡

杉川　結
ゆ の

心・碧
り く

空ちゃん
（１歳 11か月・１か月）

大好きなアンパンマン達と一緒に♡　
二人仲良く大きくなってね♡♡

▲表彰状を手に優勝報告する谷口勇人選手(左から3人目)

▲

色
が
分
か
れ
て
い
く
様
子
を
観
察
す
る
児
童
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皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

平
成
28
年
の
設
置
状
況
調
査
結
果
を
見
る
と
、
町

内
で
も
ま
だ
少
数
の
ご
家
庭
で
設
置
さ
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
未
設
置
の
ご
家
庭
は
早
急
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
火
災
の
発
生
を
感
知

し
、
警
報
を
鳴
ら
す
こ
と
で
、
い

ち
早
く
火
災
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
初
期
消
火

や
避
難
、
１
１
９
番
通
報
な
ど
の
対
応
を
迅
速
に
行

え
る
こ
と
に
な
り
、
被
害
を
最
小
限
度
に
食
い
止
め

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
火
災
警
報
器
を
必
要
と
さ
れ
る

箇
所
（
台
所
、
階
段
上
、
各
寝
室
）
に
設
置
し
、
適

正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は
、
お
お
む

ね
10
年
と
さ
れ
て
お
り
、
10
年
以
上
経
過
し
た
場
合

は
、
内
部
の
電
子
機
器
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
本
体
ご
と
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
消
防
本
部

　屋外でごみを燃やすいわゆる「野
焼き」は、「廃棄物の処理及び清掃
に関する法律」や他の法律等で一部
の例外を除き、禁止されています。

野焼きは禁止されています！
　家庭から出るごみを処分する場合
は、収集日に所定の場所に出すなど
して、適正に処分してください。
　例外的に認められている焼却行為
であっても、風向きや強さ、時間
帯、近隣の生活環境等に十分配慮し

てください。なお、近隣住民に迷惑�
がかかるなど生活環境
への影響が認められる�
場合は、速やかに消火
してください。
　問合せ／環境保全課

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
の
設
置
に
補
助
金

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

２月17日㈮

藤和田、島田、東島田、東ー口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

２月20日㈪
大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西ー口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

「京都マラソン
2017」が、2月
19日㈰に京都

２月19日㈰  京都マラソン 
京都市内ノーマイカーデー

市で開催されます（西京極総合運動
公園スタート、平安神宮前フィニュ
ッシュ）。大会当日は、大規模な渋
滞が予想されます。緊急車両・路線
バスの運行確保に向け、京都市内で
の自動車の使用をお控えください。

▼８：55　車いす競技スタート
▼９：00　�マラソン・ペア駅伝ス

タート
▼15：00　終了　
問合せ／�京都市市民スポーツ振興室

☎075（366）0314

　

町
で
は
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化
を
促
進
す

る
た
め
、
町
内
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
（
公
称
最
大

出
力
値
10�

kw
未
満
の
も
の
）
と
、
蓄
電
設
備
（
蓄
電

容
量
が
１
kwh
以
上
の
も
の
）
を
同
時
に
設
置
す
る
人

を
対
象
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
／
次
の
「
要
件
１
」
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
、

か
つ
「
要
件
２
」
の
全
て
を
満
た
す
も
の　

要
件
１�

▼
町
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
（
小
規
模
店
舗
等

を
併
設
し
た
も
の
を
含
む
。
た
だ
し
、
借
家
・
共
同

住
宅
は
除
く
）
に
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
を

同
時
に
設
置
し
た
個
人
▼
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電

設
備
を
設
置
し
た
町
内
の
新
築
住
宅
を
購
入
し
た

個
人　

要
件
２�

▼
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備

は
未
使
用
の
も
の
▼
太
陽
光
発
電
設
備
は
公
称
最
大

出
力
値
10�
kw
未
満
の
も
の
▼
蓄
電
設
備
は
蓄
電
容
量

が
１
kwh
以
上
の
も
の
▼
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

▼
平
成
28
年
４
月
１
日
以
後
に
太
陽
光
発
電
設
備
と

蓄
電
設
備
を
同
時
に
設
置
し

た
も
の
で
、
太
陽
光
発
電
設

備
を
対
象
と
す
る
電
力
需
給

契
約
を
電
力
会
社
と
締
結
し

需
給
開
始
日
か
ら
６
か
月
以

内
の
も
の
▼
「
要
件
１
」
に

該
当
す
る
個
人
に
町
税
滞
納
が
無
い
こ
と　

補
助
金

／
太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄
電
設
備
と
も
に
、
１
施
設

ご
と
に
設
置
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
を
限
度
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
上
限
額
は
次
の
通
り
で
す

（
１
，
０
０
０
円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
）▼
太
陽

光
発
電
設
備
は
公
称
最
大
出
力
値
１
kw
当
た
り
１
万

円
（
上
限
額
４
万
円
）
▼
蓄
電
設
備
は
蓄
電
容
量
１

kwh
当
た
り
６
万
円
（
上
限
額
36
万
円
）　

注
意
／
太

陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
の
両
設
備
が
補
助
金
交

付
対
象
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
補
助
金
交
付
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
お
済
で
す
か
？
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2月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

1月1日現在  久御山町の人口 16,255人（男8,044人、女8,211人）　世帯数6,900

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保健康課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、10 棟～14 棟、34 棟～ 41棟、43 棟～
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

８日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
ごみステーションは、指定場
所ではありません。
　�　なお、役場庁舎南側の塵芥
収集車車庫内に、平日の午前
8時30分～午後 5時15分まで
回収場所を常設しています。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
	 1日（第1水曜日）
15日（第3水曜日）
缶・ビン

	 8日（第2水曜日）
22日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。



26まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成29年2月1日

平
成
29
年
2
月
1日
号

☎
075（

631）6111　
0774（

45）0001　
FAX 075（

632）1899　
　

　
■

 発
行　

久
御

山
町

役
場

 　
■

 編
集

　
総

務
部

総
務

課
〒

613-8585 京
都

府
久

世
郡

久
御

山
町

島
田

ミ
ス

ノ
38

http://w
w

w
.tow

n.kum
iyam

a.lg.jp
No.968

く
み
や
ま

ま
ち
の
総
合
情
報
誌

広
報

vol.217  鶏肉の変わりから揚げ

作り方

●材料（4人分）

ヘルシークッキング

鶏肉������������������������������320ｇ
ごぼう�����������������������������80ｇ
　塩こうじ�������������小さじ４
　しょうゆ�������������小さじ２
　酒�������������������������大さじ１

片栗粉�����������������大さじ２強
揚げ油����������������������������� 適量
キャベツ����������������������160ｇ
レモン���������������������������1/2個

①鶏肉を1�5㎝くらいに切る。
②�������ごぼうは長さ２㎝のささが
　きにし、水にさらす。
③ボウルに、「①」と水切りし
　た「②」、塩こうじ、しょう
　ゆ、酒を入れ、手でもみ込む。
④�フライパンに油を入れ、
170℃～180℃にする。

⑤「③」のボウルの中に片栗
　粉を入れ、混ぜて小さなボ�
　ール状に手でまとめて「④」
　の油で揚げる。
⑥皿にせん切りのキャベツ、
　レモンのくし切りと一緒に
　盛り付ける。

　鶏肉にささがきごぼうをまとわせて揚げるこ
とで、鶏肉だけで揚げるよりもボリュームがあ
り、満足感のあるから揚げになります。
　ごぼうの優しい香りを楽しんでください。

久御山町食育推進（食暦）協議会

110番消費生活消費生活 vol.219

　今年4月から、ガスの小売全面
自由化が始まります。
　これまで、都市ガスの契約は地
域ごとに特定の事業者としか契約
できませんでしたが、自由化によ
り複数の様々な業種や業態の事業
者の中から消費者が契約先を選択
することが可能になります。
　今後、ガスの小売全面自由化に
向けた事前営業活動が予想されま
すが、ガスについてよく理解して
契約するきっかけに、また便乗し
たトラブルに遭わないために、昨
年4月から自由化されている電力
の小売全面自由化に関する相談事
例を参考に、消費者向けのアドバ
イスを提供します。
【想定される事例】
 事例１ ガスの営業と称した他の
商品・サービスに関する営業を行
う事例。
 事例２ ガスの営業と称して個人
情報を取得する事例。

 事例３ 契約内容について十分確認
がされていなかった事例。
【消費者へのアドバイス】
　▼ガスの小売全面自由化で新たな
機器を購入する必要はありません。
全面自由化に便乗したガス機器等の
販売が現在も行われています。必要
性を十分に検討して判断しましょう。
　▼大手ガス会社の名前をかたり、
消費者の個人情報を取得するという
事案も考えられます。ガス会社の代
理店を名乗る電話であっても、不審
に思った場合にはその場で安易に情
報を伝えず、社名や担当者名、連絡
先などを確認し、ガス会社にそれを
伝えた上で本当に代理店か否かとい
うことを確認しましょう。
　▼全面自由化が始まると、新たな
ガス小売事業者、新たなメニューで
のガスの供給が行われることにな
り、自由化前と異なり、様々な料金
メニューが提供されることが予想さ
れます。このため、新たな契約の際、

供給条件を十分に確認していない
と、供給開始後に違約金条項が含
まれていたことが判明したなど、
思っていた契約内容と違うといっ
た状況が生じることがあります。
　その他、全面自由化に関し、不
明なことは、経済産業省電力・ガ
ス取引監視等委員会の相談窓口☎
03(3501)5725に相談できます。
　万が一、トラブルに巻き込まれ
たら、ひとりで悩まず京都府消費 
生活安全センター☎075（671）00 
04、京都府山城広域振興局商工労 
働観光室☎0774（21）2103へご相
談ください。
　毎週水曜日には、消費生活相
談員が無料相談（18ページ参照）
を受け付けて
います。詳し
くは、役場産
業課へお問い
合わせくださ
い。

ガスの小売全面自由化

エネルギー　280キロカロリー／１人分
塩分　　　　1�1 グラム

トラブルに遭わないためのアドバイス
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